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１．はじめに 

 日本の年平均気温は 100 年あたり 1.14℃上昇してい

る．長期的な気温上昇率が論じられることは多いが，１

年先の年平均気温の予報値が論じられることは少ない

ようだ．筆者は，昨年の始め2014年の日本の年平均気

温偏差を 2013 年比-0.20℃（平年偏差+0.14℃）と予想

し的中させた．そこで同じ方法で 2015年の 2014年に

対する気温偏差を予想し，予想手法の改良を目指すこと

が本研究の目的である． 

２．2014年の気温偏差の推定法とその結果 

 気象庁は，日本の過去116年間の年平均気温偏差の値

を公開している１）．そのデータを線形回帰すると 100

年あたり 1.14 ℃の割合で上昇しているが，その年々変

動は大きい．その変動には規則性が認められ，たとえば

えば，前年との偏差が4年連続してプラスあるいはマイ

ナスが継続したことはない．そして，前年が前々年に対

してプラスなら，当該年の翌年は当該年比マイナス偏差

となることが多く，逆にそれがマイナスなら，翌年はプ

ラス偏差になる場合が多い． 

  表1 国内の年平均気温の前年との差分統計 
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気象庁が発表している1898年以降の年ごとの気温偏

差の差分の符号の出現度数を表 1 にまとめた．2011 年

の年平均気温偏差は+0.13 ℃，2012 年は同+0.04 ℃，

2013年は同+0.34 ℃である．2012年は前年との差分は

-0.19 ℃，2013年は前年との差分+0.20 ℃となる．した

がって，2013 年まで差分の符号はマイナス，プラスと

変化したことから，2014 年の気温の 2013 年に対する

差分は，表１の「－＋」の行の右端の数字「-0.20 ℃」

が推定値となる． 

年平均気温の 2014年の 2013年に対する差分がマイ

ナスであり，表１から 2015年の年平均気温の 2014年

に対する差分は+0.18 ℃，気温偏差は+0.32 ℃，歴代順

位は2013年に次いで第9位と予想される． 

4．1990年から2014年の気温変動の主成分分析 

以上の結果を踏まえ，全国約150カ所の地上観測所の

年平均気温の地方別平均値の 1990年から 2014年の値

について主成分分析を行った． 

 地方の区切りは，気象庁の区分と若干変えて，北海道，

東北，関東，島嶼，甲信越，東海北陸，関西，中国，四

国，九州，沖縄奄美の１２区分とした． 

 主成分分析の計算は R の prcomp 関数を用い，

scale=Tを指定した． 

 Biplot関数で描いた結果を図1に示す． 

 主成分は，横軸の第 1 主成分は気温偏差（右が低温，

左が高温），縦軸の第2主成分は地方（上が北で下が南）

と解釈できる．寄与率は第1主成分が 76％，第 2主成

分が14％で，2成分で90％説明できる． 

 

図１ 気温変動の主成分分析結果(1990-2014) 

４．3角形から4角形を描く変動 

 図1で示される年の数字を線でつなげると，右回りの

回転を描く傾向が見られる．その性質を利用すると，年

平均気温の全国平均と地方別平均の予測精度を上げら

れる可能性がある．ただし，1990年や1998年のような

異常高温の年は，この傾向から外れている． 


